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冷 感 受 性 の 部 位 差

大 家 政　 ○ 李　 旭 子　 田 村 照 子

〔(社) 日 本家政 学 会

［ 目 的 ］ 人 体 の 皮 膚 表 面 に お け る 温 熱 感 受 性 は、 同 一 温 度 刺 激 量 で あ っ て も 部 位 に よ っ て

異｡な る と 報 告 さ れ て い る。 今 回 は 冷 刺 激 に 対 す る 冷 感 受 性 の 部 位 差 をS    c   h   e   f   f   ぎ の 一

対 比 較 法 に よ り 検 討 し た の で 報 告 す る。

［ 方 法 ］ 局 所 冷 刺 激 の 負 荷 に は、 直 径2cm の 鉄 製 プa  ー ブ を1    0 ℃ に 冷 却 し た も の を 用

い、 ２ 本 の プ □ ー ブ を 異 な っ た 皮 膚 面 に 同 時 に3  秒 間 接 触 さ せ た 時 の 冷 感 覚 を、 ３ 段 階 ア

ン ケ ー ト （ よ り 冷 た い 一 同 じ ー よ り 冷 た く な い ） に よ り 自 己 申 告 さ せ た。 対 象 部 位 は、 前

面1    4 部 位 お よ び 後 面1  1 部 位 で あ る。 被 検 者 は、 気a  2  5  -c お よ び3  0  ℃、 気S  5    0  ％、

気 流0.　1   m  ／s    e   c   に 設 定 さ れ た 人 工 気 候 室 に 入 室 し、 椅 座 安 静3   0 分 後、 立 位 に て 前

・ 後 面 の サ ー モ グ ラ フ ィ を 撮 影。 そ の 後 サ ラ ン 製 ペ ッ ト に 側 臥 位 を と り、 前 ・ 後 面 の 対 応

部 位 を 一 対 と す る 冷 感 受 性 テ ス ト を 行 っ た。 次 に、 仰 臥 位 で 前 面 の、 伏 臥 位 で 後 面 の 冷 感

受 性 テ ス ト を 行 い、 こ の 時、 各 面 内 の 測 定 順 序 お よ び 組 合 せ は ラ ン ダ ム と し た。 被 検 者 は

健 康 な 成 人 女 子 ５ 名 で、 シ3    ― ツ と ブ ラ ジ ャ ー の み の 着 衣 と し た。

［ 結 果 ］ ① 冷 感 受 性 の 部 位 差 は3   0 "C、2  5  で 共 に 危 険 率1  % で 有 意 差 が み ら れ た。 ②R.

度 構 成 の 結 果、so ℃ の 場 合、 冷 感 受 性 は、 前 面：　前 額 ＞ 頬 ＞ 手 掌 ＞ 顎 ＞ 下 腹 ＞ 上 腹 ＞ 前

腕 ＞ 頻 ＞ 胸 ＞ 上 腕 ＞ 足 背 ＞ 肩 ＞ 大 腿> 下 腿、 後 面：　足 底 ＞ 頻 ＞ 手 背 ＞ 腰 ＞ 上 腕 ＞ 背 ＞ 大 腿

＞ 罰 ・ 肩 ＞ 前 腕 ＞ 下 腿 の 順 で あ っ た。 お お む ね、 顔 面 ＞ 体 幹 ＞ 上 肢 ＞ 下 肢 の 順 で あ る が、

手 掌、 足 底 は 例 外 的 に 高 い 感 受 性 を 示 し、 ま た 四 肢、 体 幹 と も 屈 側 は 伸 側 に 比 べ て 高 い 感

受 性 を 示 し た。3)  2    5  °Cに お け る 結 果 も 同 様 の 傾 向 を 示 し た。
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迫 の 発 汗 分 布 に 対 す る 影 響

院 大 短 大　 ○ 山 下 由 果 大 阪 教 育 大 教 育　 今 村 律 子

目 的 】 皮 膚 圧 迫 の 発 汗 に 対 す る 効 果 は、 皮 膚 圧 一 発 汗 反 射 と 呼 ば れ、 圧 迫 部 位 と 発 汗 抑

区 域 と の 関 係 か ら 脊 髄 分 節 を 介 し て 発 現 す る と 推 定 さ れ て い る。 被 服 圧 の 発 汗 に 対 す る

響 と し て は、 ボ デ ィ ー ス ー ツ 着 用 あ る い は 胴 部 圧 迫 が 発 汗 を 抑 制 す る こ と が 報 告 さ れ て

る が、 そ の 区 域 性 に つ い て は 明 ら か に さ れ て い な い。 そ こ で 本 研 究 で は、 胴 部 圧 迫 時 の

汗 分 布 の 変 化 を 観 察 し、 発 汗 抑 制 区 域 と の 関 係 を 検 討 す る こ と に し た。

方 法 】 被 検 者 は 健 康 な 男 子 学 生 と し、 前 腕 ・ 背 ・ 腰 ・ 大 腿 ・ 下 腿 に 発 汗 カ プ セ ル を 装 着

換 気 カ プ セ ル 法 に よ り 局 所 発 汗 量 を 連 続 記 録 し た。 ま た、 サ ー ミ ス タ 温 度 計 を 用 い て

膜 温 を 測 定 し た。 な お、 腰 で は 左 右 対 称 部 で 局 所 発 汗 量 を 測 定 し、 姿 勢 変 化 に よ る 半 側

汗 が 起 こ ら な い よ う に 注 意 し た。 発 汗 が ほ ぽ 定 常 に 達 し た と こ ろ で 胴 部 圧 迫 を 行 い、 そ

影 響 を 観 察 し た。 圧 迫 は、 呼 吸 抑 制 の 影 響 を 少 な く す る た め、 伸 縮 性 の あ る イ ン サ イ ド

ル ト を 用 い た。 ベ ル ト 幅 は、5   cmお よ び15cn の ２ 種、 圧 迫 の 強 さ は 胴 囲 に 対 す る 詰 め 寸

で 規 定 し、 胴 囲 の5   ％ 詰 め お よ ぴ10 ％ 詰 め の ２ 段 階 と し た。

結 果 】 胴 部 圧 迫 に よ り、 多 く の 例 で 発 汗 量 の 減 少 が 観 察 さ れ て い る。 鼓 膜 温 に 対 す る 圧

の 影 響 は 明 白 で は な く、 む し ろ、 発 汗 量 の 変 化 は 鼓 膜 温 の 変 化 に よ く 対 応 し て い る。 剔

圧 迫 の 影 響 が 最 も 少 な い と 思 わ れ る 下 腿 の 変 化 を 基 準 に 他 部 位 の 変 化 を 検 討 す る と、 ５

幅 ・5   % 詰 め の 場 合 に は。 圧 迫 に よ る 発 汗 抑 制 は は っ き り し な い が、 圧 迫 の 幅 ・ 強 度 が

す に つ れ て、 発 汗 抑 制 の 程 度 が 大 き く な っ て い る。 大 腿 部 は、 他 部 位 に 比 べ る と そ の 程

が 小 さ く、 胴 部 圧 迫 は 主 に 上 半 身 の 発 汗 抑 制 を も た ら す こ と が わ か る。


